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 私は現在、職場で急性期身体領域病院に勤め、県士会では臨床実習指導

者講習会リーダーと地域リエイブルメント推進委員を務めています。10

年前の私であれば、急性期病院で働くなかで地域リエイブルメントや地域

支援は自分の臨床とは直接関係ないと考えていたと思います。でも、現在

ではこの活動が私の視野を大きく広げ、臨床の考え方や判断の助けとなっ

ています。 

 急性期という現場で、私は作業療法士としての役割に迷いを感じた時期

がありました。限られた時間の中で、理学療法士と役割が重なる対応を求

められることも多く、「自分は作業療法士としてなにができるか」意識す

るようになりました。その問いは、明確な答えが出ないまま長く心に残っ

ていました。 

県士会での活動を通じて、多様な領域で働く作業療法士と関わるなか

で、その問いの捉え方が少しずつ変わっていきました。作業療法の専門性

は、特定の領域や職場の中だけで完結するものではなく、どの立場でどの

ような視点をもって対象者や社会と関わるかによって形作られるものだと

実感することができました。 

 近年、「ワーク ライフ インテグレーション」という考え方も注目され

ています。仕事、学び、社会活動を分けずに捉えるこの視点は、臨床、教

育、地域活動といった自分の取り組みが、作業療法士としての一つの軸

の上にあることを整理する手がかりとなりました。この言葉を知ってから

は、バランスにとらわれず、心が少し楽になった気がしました。 

 今年の県学会は宇部小野田地区が担当します。この機会が、知識や技術

を学び臨床を見直す場であると同時に、人生を豊かにする場として捉えて

もらえたら嬉しいです。 

私たちは、今の職場、今の制度の中で作業療法士としてどのような判断を

積み重ねているでしょうか。学会で皆様とつながることを楽しみにしてい

ます。 

これからも、人とのつながりを大切に。 

 

 宇部中央病院 

天野 真理子 
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この度、下記の内容で第 37 回山口県作業療法学会を開催することとなりました。今回は宇部小野田

地区が担当します。今年も対面での開催を予定しておりますので、詳細が決まり次第、随時案内いた

します。 

つきましては、会員の皆様より一般演題を募集しますので、多数の応募をお願い申し上げます。 

 

【学会概要】 

1. 学会の名称 第 37 回山口県作業療法学会 

 

2. 学会テーマ 「多様性を支えるスマート OT」 

― 人・技術・環境をつないで拓く主体的リハと地域共生 ― 

 

3. 会 期 令和 8 年 9 月 27 日（日） 

4. 会 場 専門学校 YIC リハビリテーション大学校 

 

5. 開催形式 対面開催 

 

6. 基調講演 株式会社アシテック・オコ 

代表取締役 小林 大作 氏（作業療法士） 

 

7. 一般演題募集意思表示 : 一次募集締め切り 4 月 15 日 (水) 

登録フォーム： https://forms.gle/mKXdfU5w9irNW43g7 

登録フォーム用 QR コード→ 

8. 発表方法 

① 口述発表   発表時間 7 分、質疑応答 3 分 

② ポスター発表 発表時間 7 分、質疑応答 3 分 

※ 演題募集に関するお問い合わせにつきましては、第 37 回山口県作業療法学会一般演題係

までお願い致します。※1 人一演題でお願いいたします。 

 

9. 演題数:20 演題を上限とします。 

 ※今回の学会では、査読時に提出していただくデータは論文形式です。 

 また、査読完了後、演題が採択された場合に抄録を作成していただきます。 

 

研修会案内 
 

県士会主催の研修会案内 

第 37 回 山口県作業療法学会のご案内 と 演題募集 について 

問い合わせ先 

【第 37 回山口県作業療法学会一般演題係】 

〒755-0151 宇部市大字西岐波 750 番 

宇部中央病院 天野真理子 

TEL : 0836-51-9461  

Mail : ubeonoda.endai@gmail.com 

https://forms.gle/mKXdfU5w9irNW43g7
https://forms.gle/mKXdfU5w9irNW43g7
mailto:ubeonoda.endai@gmail.com
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学術部 第 2回定期研修会 参加者感想 

第 37 回 山口県作業療法学会 

 
 

 

 

 

 

本学会では、メインテーマを「多様性を支えるスマート OT ― 人・技術・環境をつないで拓く主体的

リハと地域共生 ―」と掲げて開催します。 

 

ここでいう「スマート」とは、単なる効率化や最短距離を意味するものではありません。複雑な状

況の中で、「何を優先し、何をつなぎ、どこまで伴走するか」を賢く選び取る姿勢を指します。対象

者の思いや主体性を中心に据え、人・技術・環境を有機的につなぎながら、その人にとっての「最適

な距離」をともに探る支援のあり方を問い直します。 

本学会は、医療・介護にとどまらず、地域包括支援、就労、教育、司法、福祉など、多様な生活領

域に根ざした実践や研究を共有する場です。成功事例だけでなく、現場での葛藤や試行錯誤も含めて

語り合い、明日からの支援を支える新たな視点と活力を得ることを目的としています。 

多様な現場で積み重ねられた知恵と工夫を持ち寄り、ともに学び、磨き合う場として、皆さまのご

参加をお待ちしております。 

 

また、日本作業療法士協会では 令和 9 年度から生涯教育制度が変更となり、登録作業療法士制度が

開始となります。新制度に移行する前に旧制度(基礎研修プログラム)を修了しておくことで登録作業療

法士への移行が円滑になるメリットがあります。 

特に現職者共通プログラムの 9.事例検討を修了したが 10.事例報告がまだ修了していない方は貴重な

発表の場となりますので、この機会に発表してみてはいかがでしょうか。 

会員の皆様、ぜひこの機会に奮って応募してください! 

ご不明な点あれば第 37 回学会事務局までご相談ください‼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月 24日(土)、ZOOMにて第 2回定期研修会を開催しました。 

今回は、東京工科大学 大野勘太先生をお招きし「作業療法面接」をテーマに 12 名の方に参加して

いただきました。 

 

以下、参加者の方より感想を頂きました。 

 大野先生の研修から自分が望む目標達成に対して、当事者が主体的に安心して取り組むことがリハ

ビリの効果増大につながることが分かりました。また、共同意思決定において考えるべきことを教え

ていただき、実践する際にも自信の問題解決においてもとても役立つ研修でした。また、参加させて

いただきたいです。 

 
 

 

多様性を支えるスマート OT 
― 人・技術・環境をつないで拓く主体的リハと地域共生 ― 

【第 37 回山口県作業療法学会事務局】 

山口労災病院 

担当:八木真奈美 

TEL：0836-83-2881 

Mail：ubeonoda.gakkai@gmail.com 

mailto:ubeonoda.gakkai@gmail.com
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昨年 11 月号より、各施設にご協力いただいているアンケート調査結果の開示を行っています。地区

ごとに案内しています。 

ご自身の地区の状況や他の地区の状況など、参考になさってください。今月は、周南地区です。 

 

【周南地区】 回答：13件/51施設（25.5％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部会・部局より 

 

運転と地域移動支援委員会だより 
～施設状況アンケートの結果⑤～ 
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※それぞれの傾向については、回答率が低く単純に前回結果との比較が行えないため、最後に全体の

まとめとして案内できればと思います。 

 

※いったん 8 月末時点の結果をお伝えしていますが、全体の回答率が 32.6％ですので、引き続き回答

のご協力をお願いできればと思います。 

 

※アンケートの対象は、会員所属施設（全 218施設）としています。 

 

※回答したかどうかわからないという施設の方は、重複しても構いませんので、回答をお願いします。 

 

※他県では、がん患者や介護保険領域での運転支援報告や精神科領域の取り組み、行政事業での相談

事例等、少しずつ運転支援に関する報告の領域も拡大している様子があります。また、山口県にお

いても他団体の取り組みではありますが、総合支援学校へのサポートなども報告されています。今

後の事業計画にも参考にさせていただけたらと考えていますので、引き続き回答のご協力をお願い

いたします。 

  

 

回答フォーム  

https://forms.gle/dqBErEbhM1ps5Xv87   

 

QRコード 

  

 

 

 

 

お問い合わせ先  

e-mail ： drive.reha.yot@gmail.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人山口県作業療法士会役員の任期満了に伴い、役員選挙を行います。 

詳細は公示文書にてお知らせします。 

選挙期日      令和 8 年 5 月 17 日（日） 

立候補受付締め切り 令和 8 年 4 月 7 日（火） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【選挙管理委員会より】 

https://forms.gle/dqBErEbhM1ps5Xv87
mailto:drive.reha.yot@gmail.com
https://forms.gle/dqBErEbhM1ps5Xv87
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（（R8.1.6～R8.2.6） 

＜他県士会ニュース＞ 

⚫ 広島県 ニュース №263 

⚫ 岡山県 ニュース №144 

⚫ 東京都 ニュース №226 

⚫ 福岡県 ニュース №162 

⚫ 群馬県 ニュース №163 

⚫ 京都府 ニュース №29 

 

＜冊子＞ 

⚫ 長野県 広報誌 Vol.9 

⚫ 山口県病院協会 会報誌 1 月号 

⚫ 青藍会グループ 会報誌１月号 

⚫ 岡山県作業療法士会 作業療法おかやま第

35 巻 

⚫ 山梨県作業療法士会 第 17 回山梨県作業

療法学術大会誌 

⚫ 山口県健康福祉部 第 7 回山口県認知症カ

フェサミット事業報告書 

 

 

 

 

 

 

＜新規施設＞ 

社会福祉法人 城南学園  

〒742-1504 山口県熊毛郡田布施町川西 1144 

TEL:0820-52-2554 FAX:0820-52-3959 

 

＜不在籍施設＞ 

(周南地区) 老人保健施設 ひまわり苑（閉鎖） 

 

 

 

 

3 月末令和 8 年度年会費の振込用紙がお手元

に届きます。 

コンビニで振込み可能！！ 

令和 7 年度会費未納の方へ 

 3月 10日までに納付のない場合は、令和 8年

度の会費請求に合算して請求いたします。 

4 月末までに令和 7 年度の会費の納入がない方

は、会員資格喪失となります。 

 

 

 

 

 

3 月下旬に正会員の方へ令和 8 年度の会費振

込用紙をお届けします。 

所属施設住所宛に送付いたします。施設で受

け取れない場合は、自宅へ送付しますので、3

月 10 日までに事務局へご連絡ください。 

各コンビニから振込みができる振込用紙とな

っております。(郵便局では使用できません。) 

4 月末日までの納付にご協力ください。 

4 月末までに納付していただいた方には 5 月

末に会員証を送付いたします。 

遅れて納付した方の会員証は３カ月単位で締

めて送付しますので、お手元に届くのが非常に

遅くなります。早めの振り込みをお願いします。 

振込用紙は 8 月末まで使用可能ですので、万一

期日に遅れてしまっても、コンビニにて早急の

お支払いをお願いします。 

 3月 11日時点のデータを元に発送します。お

手元に振込用紙が届かない場合は事務局までご

連絡ください。4月 20日までにお申し出の方の

み再度コンビニ用の振込用紙を送付いたします。 

 事務局からの連絡が滞りますので、異動の際

は早急に異動届を提出してください。 

 なお、今まで通り郵便局からの振込も可能で

す。郵便局からお振込みの場合はお手数ですが、

郵便局にある振込用紙に会員氏名・ＯＴ協会会

員番号を記入の上、下記口座にお振込みくださ

い。 

振込金額は 8000 円です。 

 

 

 

 

 

 

お願い 

・払込受領証を必ず保管しておいてください。 

・異動届は必ずご提出ください。(ホームペー

ジより手続き可能です) 

・県外に行かれる方は、退会届が必要です。 

不明な点は事務局までお問い合わせください。 

 

お問い合わせ先：山口県作業療法士会事務局 

TEL：083-920-0171 

 

 

 

 

 

 

 

事務局より 

 

着文書 

施設情報 

財務 

【会費振込先】 

郵便振替口座 記号番号：01590-5-11556    

加入者名：山口県作業療法士会 

ゆうちょ銀行 一五九支店 当座預金 0011556   

加入者名：山口県作業療法士会 
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一般社団法人山口県作業療法士会 

R7 年度第 5 回理事会 議事録 

議長：木下  書記：大田  

日 時 2026/01/21（水）19：00～20：15 （場所）： 

出席者 理事：木下・中村・高山・原・赤木・池田・石原・井上・大田・岡藤・河野・ 

木原・鈴木・古谷・ 

監事：小林・築地 

委員：天野・石丸・岡・齊藤・佐藤・田谷・濱本 

出席理事： 14名 

欠席者 理事：岩本・三宅・信久 欠席理事：3名 

事務局 岡原・西野・田中・笹川  

事務員 児玉・岡崎   

 
文書･委員推薦依頼等報告 
(R7/11/19〜R8/1/9まで) 
【県･市町より】 
・ 各市町 
周南市：周南市民生委員・児童委員感謝状贈呈式

及び  
委嘱状伝達式に係る講演の講師依頼に 
ついて  
→中村 OT 
私の暮らし会議（周南市介護予防・自立支 
援型地域ケア会議）における助言者の派 
遣→西森 OT 
住宅改修実態調査におけるリハビリテーシ 
ョン専門職派遣依頼→中村 OT 

山口市：短期集中型サービス実施事業及びリハビリ 
専門職相談派遣事業合同研修会の案内 
→講師石原 OT 

 
【協賛･後援】 
ブルーライトやまぐち啓発事業 LIGHT UP BLUE 
in山口 後援 
 
各部から報告・審議事項等 
【事務局】 
・ 会員動向確認   1/9 現在会員数 966 名 （前
回比－7） 新入会者 0名 退会 7名 
休会申請 2名 
・ メール配信エラーへの対応  配信アドレスの変
更（それっちゃへ掲載） 
・ R8年度の休会受付中（締切：1/31） 
・ R8 年度の会員名簿，県士会ニュースの施設配布
の希望受付（締切：2月末） 
・ Ｒ8 年度 定期総会について→5/17（日），場所：
山口県健康づくりセンターを予定 

 
□災害対策室 
・ R8 年度 POS 合同災害リハビリテーション研修
会 2回実施予定で検討中． 
基礎研修のステップアップ研修と県内の災害
時連携についての研修で調整中． 

 
□ICT委員会 
・ イベント管理サービスの変更ついて 
パスマーケットが 6月で廃止⇒Peatix（ピーティ
ックス）または Teket（テケト）へ変更 
 
 

□倫理委員会 
 倫理案件の方針など確認しながら対応中． 
 
□選挙管理委員会 
 R8年度理事改選年度 （公示：投票日の 60日
以前，立候補締切：投票日の 40日以前） 
 

【財務部】 
・ 年度末書類提出について 
 
【事業部】 
□一般公開講座企画実行委員会 
 一般公開講座実行委員会 R８/１/25に開催 

 
□企画委員会 
 2/4（水）第 2回企画委員会を開催予定．  
 

【学術部】 
・ R7年度 第 2回定期研修会 1/24(土) zoom 
「作業療法面接で引き出した対象者の言葉や背
景をどう捉えるか」 
講師: 大野勘太 先生(東京工科大) 参加者: 11
名予定 

 
・ R7年度 第 2回事例検討報告会 
・ 1/11（日）zoom 参加者 11名 
⑨事例検討 6名 ⑩事例報告 5名 
・ 精神部会勉強会 1/25(日)対面 
「人間作業モデルに基づく作業に焦点を当てた
精神科作業療法」 
※上記で今年度の研修会は終了 

 
□学会運営委員会 （R7:山口地区担当） （R8：
宇部小野田地区担当） 
 R8 年度：（宇部地区担当） 第 37 回山口県作
業療法学会準備委員会 

 学会長：石丸拓也氏 実行委員長：河野聡子
氏 事務局長：八木真奈美氏 
テーマ：多様性を支えるスマート OT -人・技
術・環境をつないで拓く主体的リハと地域共生
- 
開催日：R8/9/27（日） 
会場：YIC リハビリテーション大学校 
講師：株式会社アシテック・オコ 代表取締役 
小林大作氏（作業療法士） 
発表：山口地区からの引き継ぎを受け，発表
の意思表示は早めにスタートしたい 
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 準備委員：20 名 既に第１回・第２回準備委員
会，引き継ぎ会議開催済み 

 2月中に第 3回準備委員会（対面）開催予定 
 学会ホームページ作成中 

 
□機関誌発行委員会 
 データは12月下旬に完成．ホームページへア
ップ済みだが周知未実施．今後メール等で周
知予定 
紙媒体冊子は 300 冊印刷済み．関係各所へ
送付中．個人希望者は「来月号の会報誌」に
同封予定． 
希望者 10名． 

 
【教育部】 
・ 生涯教育共通研修 
講座 1：9名，講座 2：9名，講座 3：10名，講座 4：
10名，講座 5：9名，講座 6：10名，講座 7：10名，
講座 8：11名 
共通研修は今年度終了 
MTDLP：事例発表会が 1/23 を予定．現在，発
表者は 2名 

 
□臨床実習指導者養成講習会 
 1/31～2/1 開催予定 参加者:38名 全て県士
会員 

 
□MTDLP研修会 
 1/24 に書き方研修会を予定（場所：山口県立
ここの医療センター） 参加者：2名予定 

 
【広報部】 
・ 11/29 レノファ山口 啓発活動終了 サッカーボ
ウリング 183名，塗り絵 18名，合計 201名の来場  
委員以外の協力 1 名，養成校のボランティア 13
名 
・ 12/18 進学フェア ブース来場者 18 名，パンフ
レット配布 65名 

 
□啓発活動委員会 
 岩国地区： 2/8 地域包括ケア推進大会 参
加予定 

 
□県士会ニュース編集委員会 
 web 用・紙面用の 2 種類のデータ提供が望ま
しい．生データ（エクセル等）があれば編集対
応可能．相談受付． 

 来年度の会報誌コンテンツの提案：若手会員
の事例紹介や憧れの先輩紹介企画を検討依
頼．編集委員会で進め方を検討 
 

【地域共生社会推進部】 
□地域リエイブルメント推進委員会 
 研修会について 
 第 2 回 12/20 対面（山口南総合センター）

10:00～15:00 
人材育成基礎研修～地域理解と提案力アッ
プ！行動を引き出すコミュニケーションの基本
を学ぼう～ 
参加人数：12名（内 PT1名） 

 第 3 回：6 地区で対面またはハイブリッド形式

にて実施  
 各地区の開催日程が決定，広報やメールでそ
れぞれ案内送付中 
・周南地区 1/23（金）対面 徳山中央病院 
・下関地区 2/6（金）対面 下関リハビリテーシ 
ョン病院 
・岩国地区 2/6（金）対面 岩国医師会病院 
・萩・長門地区 2/10（火）対面 萩病院 
・山口地区 2/10（火）対面 山口コ・メデ 
ィカル学院 
・宇部小野田地区 2/25日（水）対面 YIC リ 
ハビリテーション大学校 

 
□認知症支援委員会 
 12/13 に第 7 回山口県認知症カフェサミット開
催．県士会から上谷 OT，鈴木 OTが参加 

 
□運転と地域移動支援委員会 
 12/21（日） 第 2 回勉強会実施 参加者： 23
名（会員 21名，他職種 2名） 

 1/20（火）第 12回委員会開催 
 JAF山口支部との協定覚書について → 受領
済（3月理事会時に事務局へ渡す予定） 

 山口県セーフティライフセミナー運営協力依
頼あり 
日時： 2/４（水） 9：30～12：00 場所： 山口市
宮野地域交流センター 

 JAF診療所（今後の予定） 
日時： 2/26（木）14：00～，3/13（金） 9：30～ 

 来年度勉強会は岩国地区をメインに企画． 
 
□こども支援委員会  
 こども支援委員研修会(2/1) 1/16 日現在参加
予定者 14名 

 宇部市より 5歳児健診への作業療法士参画に
ついて 
R8 年度より健診後の事後フォローにおいて専
門職と行政で連携をして相談会を行う予定． 
その際参画してほしいとのこと．月 1 から 2 回
程度の予定． 

 宇部市より講師依頼 
乳幼児保健協議会講演会での講師依頼．
2/27予定 
対象は宇部市の幼稚園，保育園職員と保健
センター職員，母子保健推進員など 100 名程 
上田 OT対応予定 

 
□住環境福祉機器委員会 
 自助具コンテスト応募作品のHP掲載を進めて
いく 

 
【常設委員会】 
□訪問リハビリテーション研修会運営委員会 
 山口県訪問リハビリテーション勉強会 

R7/12/10（水）19 時～Zoom 開催．内容：GW 
~業務を効率化するためにしていること~ 
参加者： 14名（OT8名） 

 第 16 回山口県訪問リハビリテーション実務者
研修会（R7/12/23（火）打ち合わせ会議実施） 
日時/場所： R8/1/24（土）山口コ・メディカル
学院 
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テーマ ：「地域で支える転ばない暮らし〜在宅
リハビリの力と他職種連携〜」 
「明日から実践！循環器疾患患者に対するリ
スクマネジメント」 
参加申し込み： 14名（1/12日現在） 

 
【特設委員会】 
□地域保健総合推進事業委員会（R6新設） 
 12/18 第３回委員会を実施 

 
□司法領域推進委員会 

 山口刑務所からの依頼 
刑法の改定（拘禁刑の施行）に伴い，活動・支
援内容の見直しについて，作業療法士の助言
を求める相談あり． 
→山口刑務所の見学  渡辺 OT・石原 OT・
池田 OT 3名で見学予定 
2月中旬以降（日程調整中） 

 R7 年度山口県医療観察制度運営連絡協議
会  
日時 R8/2/6 池田 OT出席 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026 年 1 月 21 日、雪の降る寒い日に令和 7 年度第５回理事会が行われました。 

今年度も残すところあと僅かですが、様々な活動が県内各地で行われています。部局毎に今年度の

振り返りと次年度の活動予定について報告が行われました。 

次年度の定期総会は令和 8 年 5 月 17 日に開催する予定となりました。詳細は後日発信がありますの

で会員の皆様、是非ともご参加ください！ 

去年の 9月に防府で行われた県学会が大盛況に終わったのは記憶に新しいですが、次年度の学会に向

け、学会準備委員会はもう既にエンジン全開で動き出しています！第 37 回山口県作業療法学会は令和

8 年 9 月 27 日（日）に YIC リハビリテーション大学校で開催されます。会員の皆様はこちらも今から

予定を空けておいてくださいね。今年も大いに盛り上げていきましょう！ 

特設委員会の司法領域推進委員会からの報告は、山口刑務所からの依頼についてです。刑法の改訂

(拘禁刑の施行）に伴い、活動・支援内容の見直しについて、作業療法士の助言を求める相談が県士会

宛にありました。2 月に県士会員（3 名）が山口刑務所へ見学に伺い、委員会で対応していく予定です。

作業療法という専門性が様々な社会で必要とされていることを誇らしく思うと共に、更なる専門性を

深め視野を広げていかなければと背筋が伸びる思いでした。 

以上で今回のりじうらは終了です。今年は丙午の年です。情熱を持って飛躍・行動を起こすエネル

ギーの強い年です。皆様も新しい挑戦や成長をエネルギッシュに楽しみましょう！ 
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日本のご当地キャラクター文化 

 

 

日本には、自治体や企業が地域の魅力を伝えるために作った「ご当地キャ

ラクター」が数多く存在します。その数は世界的に見ても群を抜いて多く、

地域 PR や観光振興、さらには経済効果にまで直結しています。単なる

マスコットではなく、地域の文化や歴史を体現する「地域の顔」とし

て、国内外で注目を集めています。 

 

代表的なキャラクターの一つが、くまモン です。熊本県の観光 PR のために誕生したこの熊本県の

マスコットは、愛らしい外見と独特のダンスで全国区の人気を獲得しています。せんとくん（奈良県）

は古都の歴史を象徴する鹿の姿をしたキャラクターで、独特の表情とデザインで話題になりました。

バリィさん（愛媛県）は船の帽子をかぶった鳥で、ゆるキャラらしいほのぼの感で全国的に知られて

います。 

 

他にも、ひこにゃん（滋賀県）は彦根城を守る猫の姿です。ふっかちゃん（埼玉県）は深谷市の野

菜をモチーフにした可愛い姿です。いまばりフラッピー（愛媛県今治市）はタオル文化を表現した鳥

型のキャラクターで、地域の特色が表れています。 

さらに、トラッキー（大阪）は野球チームの応援キャラクターとして愛されています。カパル（埼

玉県志木市）はカッパをモチーフにしたユニークなデザインで SNS でも人気を集めています。ちょる

る（山口県）は山口県の特産品をイメージしたキャラクターで、地域イベントに欠かせない存在です。

メロン熊（北海道夕張市）はメロンの形をした熊で、少し怖い見た目が逆に人気を呼んでいます。 

日本のご当地キャラクターは、見た目だけでなく「地域性」を反映しているのも特徴です。キャラク

ターを通して地域の歴史や特産品、文化を知ることができ、観光客や地元住民の間で親しまれていま

す。全国で開催される「ゆるキャラ®グランプリ」などのイベントでは、キャラクター同士の交流や競

争が行われ、地域間の PR 効果を高めています。 

 

こうして、日本のご当地キャラクターは単なる可愛い存在にとどまらず、観光、経済、文化を結ぶ

地域の顔として機能しています。全国各地で愛されるキャラクターたちは、日本独特のクリエイティ

ブな地域振興の象徴ともいえます。 

 

ちなみに公式登録されているご当地キャラ（ゆるキャラ）は約 1,500体以上存在すると言われていま

す。（これには自治体・団体などが公式に作ったキャラが含まれます） 

さらに、非公式・企業キャラ・学校や商店街などが作ったものも含めると、合計で約 3,000〜4,000 体

以上とも推定されています。 
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【編集後記】 

 先月、数年ぶりにインフルエンザになりました。しかも一家 4 人全員。最初に上の

子がなって、翌日下の子がなってしまいました。そして、子供たちが回復した頃に親

である自分達がなってしまいました。インフルエンザってこんなに辛かったっけ？と

思うくらい辛かったですね。インフルエンザの流行時期は過ぎますが、体調管理は

日々気をつけたいと思います。 

 

文責：山本 
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